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鳥取市における小売商業の地域構造と
消費者購買行動
伊  東   理
(昭和61年5月31日受理)
1.はじめに              4.小売商業の地域構造
2.資料と地域の概観           (1)珂売ヽ商業の立地分化
(1)資料                (2)月売ヽ商業地の類型
(2)地域の概観            5.消費者購買行動
3.小売業種の立地類型          (1)消費者の購買実態
(1)クラスター分析による小売業種の  (2)買廻品の購買行動と中心地区












































































































































































































































小 売 業 計 各種 商 品 繊物
・衣料・身
の回り品 飲食 料 品 自動車。自転車
家具・建具・じ














1970年1,6912,90乏 228 673 586





















43a百   貨   店
439ス ー パ  ー
443婦人 ・ 子 供 服
444靴  ・ 履 物
449その他衣料・身の回り品
499その 他 分 類 不 能
456野菜 ・ 果 物
441呉服・服地・寝具
442洋       服
495中   古   品
483陶磁器・ガラス器
43b大型 ス ー パ ー
492農 耕 用 品





472自   転   車
493燃       料
484家庭 用機 械 器 具
459その他 飲 食 料 品
471自   動   車
458米   穀   類
481家具・建具・什 器















































































? /」ヽ 売 業 種 共通性 第1因子 第2因子 第3因子 第4因子 第5因子 第6因子
百  貨  店
大 型 ス ー パ ー
ス ー  パ ー
呉 服 ・ 服 地 ・寝 具
ギF      ttR
婦 人 ・ 子 供 服




食   肉
鮮   魚













農 耕 用 品


















































































































店ないし事業所の集積 (量)と関連 している。その他の指標との関係をみると,主要には第1, 2,
5因子が類似 した傾向を示 し, これらの囚子群に対し,第3, 4囚子はほぼ逆の関係にあり,小売
鳥取市における小売商業の地域構造と消費者購買行動  4ユ
業種群の立地は,大局的には2つのグループに分化しているものといえる。


































































































































42 伊  東    理
|    %と地域的にかなり均等で分散的である。
|     一方,第3, 4因子では,平均因子得点が2 km以遠で正となり,第3囚子では,市街地南方で ,
1    第4因子では,市街地西方で,正得点地区比率が高い。
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第3図 第 1・2・5因子得点分布図 (上位10地区)
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小売 商業地 区類型 平均距離
(100ml
第1因子 第2因子 第3因子 第4囚子 第 5因子
市街地周辺・周辺農村 -0.31 -0,19 0.73 -0.10 -0.40
市 街 地 内 住 宅 地 -0.18 -0.10 -0。27 -0,40
主 要 幹 線 地 区 -0.23 -0.27 -0.34 -0.51
核 心 部 周 辺 0.72 -0.37 -0.47 -0,12
核 ′b 部 2.9σ -0,09 -0。23
中 心 地 区 縁 辺 部 ―-0.41 -0.48
周 辺 地 区 -0.23 -0.17 -0.42































































50 伊  東    理
第6表 商品別購買地・購買施設の利用率
?????? 居 住 地
中心地区の商業施設 近隣の商業施設
そ の 他



























































































































































































































































































計 1。 1 34.4 1,1 4.4 50,3 8.7
喜 市街地西方 :周辺住宅地,市衡地南方 :周辺住宅地,周辺農村
鳥取市における小売商業の地域構造と消費者購買行動  51
危険率5%, 1%,0.1%で有意な差があるものを記号で示 した。以下,詳細をみることとする。


































世 帯 主 の 職 業 ** *** * *
世 帯 主 の 学 歴 *
年 間 入 *** ***
現 居 住 地 の 居 住 暦
居 住 地 の 性 格
購 買 施 設へ の移 動 手 段 * ** ** *****
購買活動での自動車の利用頻度 ** ****
3 地 区 分 類 (居住地)
























小 売 商 業 地
全 業 種 (%)()内は特化係数 44・49 業  種(%)








































































商  品 サービス信用 品ぞろえ 価  格 交通の利便性 鮮  度
婦 人服 外出着 ● ●
婦 人服 普段着 0 ● 0
子  供  服 ● 0 0 ●





スポー ツ用 品 ● ●
日  用  品 0 ●
生 鮮 食 料 品 ● ●






































指向性 利 用 頻 度 類 型 ケース数 上ヒ  ヨ臓 平均移動距離lml
最近接スーパー
ヘの平均距離m
近 接 最 近 接 ス ー パ ー 1 59.5 806
規 模
中断地点のスーパー 2 15.0 2324 989
中心地区のスーパー 20.3 3286 1004
そ  の  他 8 2550 1275
計 153 100,0
鳥取市における小売商業の地域構成士消費者購買行動  55
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第7図 ティーセン多角形によるスーパーの市場圏 (理論圏)

















毎 日 週 1 2回 月1・ 2回 所有,利用せず
最 近 接 ス ー パ ー 17
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地区に発達するリボン (ribbon)と都市化地域に発達し特化商業地区 (specialized areas)の一つ
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〔注〕
(1)コベントリーとストックポートの人口 (1983年)は,それぞれ31.6万人,28.9万人と類似している (Paxton,J.
(1985):"The Statesman's Vear BOOk 1985 86.",Macmillan Press,1285～1286.による)。
12)事業所統計による従業員規模の分類を各商店のウエイト(業種数)とした。なお,具体的な規懐分類は,以下のと
おりである。1:1～4人,2:5～9人,3:10人,4:20～29人,5:30～49人,6:50～299人,7:300人以上。
(3)調査対象者は205名で,189名の有効回答を得た。
僻)学区をもとに集計した鳥取市の人口動向 (3地区に分類)は,1960年では,中心市街地=4.5万人,中心市街地西
方=4.1万人,中心市街地南方=21万人 (計10,7万人),1970年では中心市街地=41万人,中心市街地西方=47
万人,中心市街地南方=2.5万人 (計11.3万人),1980年では中心市街地=3.3万人,中心市街地西方=62万人,
中心市街地南方=3.6万人 (計13.1万人)である。
(5)これらの店舗は,主に主要道路沿線ないし新興住宅地区に立地している。
16)資料は,『統計要覧とっとり'83』(鳥取市,1983)及び「事業所統計基本調査区特性資料」である。また,最高地価
地点は,1980年の「路線地価Jの最高地点とした。
(7)例えば,この国道9号線沿線の4地区には,全市の自動車小売業の49.2%が集積している。
18)資料は,各類型の典型的な地区 (核心部=鳥取駅前商店街の東ブロック,核心部周辺=本通商店街,縁辺部=新
町商店街)を構成する小売店の経営者に対して筆者が行ったアンケートによっている (有効回答率82%)。
(9)こうした現象は,恐らくは規模指向の消費者の行動が,いわゆる浮上現象の側面もあることを示唆しているよう
に考えられる。
